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 船舶事故の発生状況（全国） 

 船舶事故は全国的に減少傾向で過去10年間で最少 
 山口県北西部～九州北部の周辺海域は、在籍する船舶や関門海峡を航行する船舶等が

多く、船舶事故が多発 ⇒ 航行時には特に注意を要する海域 

92 
九管区 

128 
一管区 

302 
三管区 

385隻 

七管区 

山口県北西部～
九州北部は、航
行時、特に注意
を要する海域 

 海域別の船舶事故発生状況 
（平成26年） 

130 
二管区 

136 
四管区 

133 
八管区 

101 
十一管区 

146 
十管区 

249 
五管区 

352 
六管区 

 その他：4隻 

過去10年間の船舶事故推移 



 船舶事故の発生状況（第七管区） 

（隻） 

 衝突事故は減少傾向にあるが、過去１０年間、事故種類別において最も多く発生 
 衝突事故の原因は、見張り不十分が約６割  

衝 突 

機関故障 

衝突事故隻数 
１３９隻 

見張り不十分 
82隻，59% 

操船不適切， 
41隻，30% 

居眠り運航， 
7隻，5% 

他船の過失，3隻，2% 

不可抗力，3隻，2% 
船位不確認，2隻，1% 

航法違反，1隻，1% 



 船舶事故の発生状況（第七管区） 

漁船衝突事故の原因とその要因 

衝突原因で最も多い見張り不十分の要因は、５割が考え事中  

（要因） 

見張り不十分， 
41隻 

操船不適切，9隻 

操船不適切，5隻 

老朽衰耗，1隻 
他船の過失，1隻 

考え事中， 
22隻 

操業に没頭中，4隻 

操業準備中，4隻 
漁具の手入れ中，3隻 
船橋以外に所在，3隻 

漁探注視中，1隻 
漁獲物選別中，1隻 
テレビ注視中，1隻 
他の船舶を注視中，1隻 
無線交信中，1隻 

漁船衝突事故 
５７隻 



 全国的に社会的反響が大きかった衝突事故の事例 

 平成２４年９月、宮城県金華山の東方沖
約５００海里付近において、航行中のカツ
オ一本釣り漁船（１１９トン）と鹿児島県
からカナダ向け航行中の貨物船（約２万５
千トン）が衝突、漁船は転覆し、乗組員２
１名中１３名が行方不明となった。 

 平成２５年６月、宮城県金華山の南東約
１６０海里付近において、漁場向け航行中
のマグロはえ縄漁船（１９トン）と東京湾
からパナマ向け航行中の自動車運搬船（約
５万８千トン）が衝突、漁船は船体が中央
部で分断され、乗組員９名中１名が行方不
明となった。 



 なぜ衝突事故が発生したのか？ 

十分に見張りを行わなかった主な理由（平成２６年の衝突事故） 
 

  相手船が避けてくれると思った。 
 

  海図台での作業に没頭していた。 
 

  食事をするため。（漂泊中、見張り交代せず船橋が無人） 

衝突事故防止対策の基本 
 
 

  常時適切な見張り 
 

  船舶間コミュニケーション 
  （早めに相手船にわかりやすい動作、ＶＨＦや汽笛信号等の活用など） 



 衝突事故の防止策 

船舶自動識別装置（ＡＩＳ）の活用 

ベテランの操船者でもミスは発生 
（平成２６年の衝突事故139隻中、８割以上の操船者が１０年以上の乗船経験あり） 

操船者を補助するシステムを推奨 



 衝突事故の防止策 

搭載義務船（AIS） 非搭載義務船（簡易型AIS） 

ＡＩＳ情報 
船名、呼出符号、位置情報、針路情報、目的地 など 

※搭載義務船 
 ・国際航海に従事する300総トン数以上の全ての船舶 
 ・国際航海に従事しない500総トン数以上の全ての船舶  
 ・国際航海に従事する旅客船 

船舶自動識別装置（ＡＩＳ） 
 

ＡＩＳとは、船舶の位置、針路、速力等の安全に関する情報を、 
自動的に送受信するシステム 



 衝突事故の防止策 

ＡＩＳ送受信機の衝突警報機能を活用した衝突予防 
 

（他のＡＩＳ搭載船が自船に接近した場合に警告音で通知） 

0.1～数海里で設定可能 
ＡＩＳ送受信機メーカーにより異なります。 

警告音設定範囲 



  どんなに良いシステムを装備しても
使う人の安全意識が低いと事故防止
に繋がらない 

 （衝突警報機能のアラーム音をOFFなど） 

 衝突事故の防止策 

  個人又は団体が自ら安全意識の向上
に取組むことが必要 



 他の地域での取り組み例 

 気仙沼遠洋漁業協同組合（宮城県気仙沼市） 

 宮崎県 
   主に外洋で操業及び航行する漁船（カツオ、マグロ漁船 

約２００隻）に対し衝突事故防止対策として簡易型ＡＩＳ
の搭載を呼びかけた結果、平成２６年度末までに５２隻が
設置又は設置を検討。 

宮城県東方沖合いで多発した漁船と外航貨物船との衝突事
故を踏まえ、遠洋・近海漁船に対する衝突事故防止対策と
して簡易型ＡＩＳの搭載を呼びかけた結果、同漁協が、所
属する全３３隻の漁船に簡易型ＡＩＳを搭載。 



～海の事故ゼロキャンペーン～ 
2015 7/16  31 全国海難防止強調運動 

 海の事故ゼロキャンペーン 



ご清聴ありがとうございました 
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